
採択大学：奈良先端科学技術大学院大学（強化を図る機能：①、②）

取組内容の概要

参画機関：国際電気通信基礎技術研究所(ATR)、国立情報学研究所(NII)、情報通信研究機構(NICT)、産業技術総合研究所(AIST)、
物質・材料研究機構(NIMS)、東京科学大学(科学大)、奈良県立医科大学、 カリフォルニア大学デービス校(UCD)、スイス連邦工科大学(ETH)、
ストラスブール大学(U.Strasbourg)、ボン大学(U.Bonn)、フリードリヒ・アレクサンダー大学エアランゲン＝ニュルンベルク(FAU-EN)、ガジャマダ大学、
アイピービー大学、インドネシア大学、国立研究革新庁、マラヤ大学、マレーシアサイエンス大学、トゥンク・アブドゥル・ラーマン大学、カセサート大学、
チュラロンコン大学、ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学、ハノイ科学技術大学、ベトナム科学技術院 バイオテクノロジー研究所、
ベトナム科学技術院 物質科学研究所、フィリピン大学 ディリマン校、アテネオデマニラ大学

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）
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アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

② 外国人留学生比率 24％ 35％ 50％

② 外国人教員数 26名 35名 50名

② 海外提携大学数 15 20 30

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
連携大学・連携候補大学との相互訪問
人数

33 65 65 65 80 80 100

※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

② 留学生の国内企業への就職者割合 35％ 45％ 60％

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

② NAIST人材バンク登録者数 0 50 100 150 200 250 700



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

① 年間ARWIT関連の論文数 19報 50報 100報

② 特許数 35 50 90

② 民間等との外部資金の合計受入金額 17.41億円 23億円 32.67億円

②
NAIST-ARWIT施設収入
（物質合成ファウンドリ利用料・データ利
用料）

0 0.5億円 3億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

② 連携・利用企業数 7機関 11機関 15機関 20機関 25機関 30機関 50機関

②
物質合成ファウンドリ
ユニーク個人ユーザ数

0 3 6 15 20 25 50

②
データ流通プラットフォーム
ユニークアクセスユーザ数

0 50 80 100 150 200 300

②
データ流通プラットフォーム
データ件数（累計）

0 5000 15000 35000 75000 115000 500000

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）



定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外のトップ研究者と連携した国際協働研究・教育拠点
としての地位の確立

情報セキュリティ、ロボティ
クス、植物科学、幹細胞
工学、データ駆動型物質
合成など、先端科学3分
野の特定の研究領域で
国際的知名度をもつ。一
部の分野で国際協働教
育を実施している。

研究自動化をハブとした
人材交流や研究成果の
国際発表・国際広報支
援、研究自動化をテーマ
とする国際シンポジウムの
開催、学内への国際共同
研究室の設置等の取組
を通じて、研究自動化に
関する研究拠点としての
本学の国際的な認知が
向上している。

国際協働教育の全学展
開や海外での国際共同
研究室の設置等により、
海外のトップレベルの研究
者と本学の研究者が連携
した研究・教育体制が確
立され、研究自動化に関
する研究拠点としての本
学の国際的地位が確立
している。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

年間ARWIT関連の論文数 19報 50報 100報

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

※本指標は令和7年10月時点のもの



【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

資金獲得支援体制の強化

外部資金の獲得支援とし
て、科研費に関する説明
会、URAを中心とした申
請書類の作成支援、模
擬面接・模擬ヒアリングの
実施、研究計画調書の
作成に関するワークショップ
が行われている。上位科
研費の応募に対するイン
センティブ制度を開始して
いる。

インセンティブ制度の拡充
と強化等各種取組に加え、
支援人材の確保と育成に
より、研究者が外部資金
を獲得するための支援体
制が確立されている。

研究自動化で企業と本
学の研究者が連携する学
内研究室の設置により
Industry on campus
を実現し、大型の研究資
金を得る体制が整備され
ている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

民間等との外部資金の合計受入金額 17.41億円 23億円 32.67億円

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

※本指標は令和7年10月時点のもの地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究シーズの発掘と知財化の推進

研究者の要請や当該時
点での社会実装の見通し
に基づき、定められた予算
と人員の範囲で特許出願
の管理を行っている。

柔軟な予算配分と人員
配置を可能とし、それぞれ
能動的に蓄積したシーズ
情報とニーズ情報とに基づ
き知財化を推進する管理
体制が整備されている。

情報収集と分析に人工
知能を活用して高精度な
マッチングを推進可能とす
る知財管理体制が整備さ
れている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

特許登録数 35 50 90

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

※本指標は令和7年10月時点のもの地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

ニーズ・シーズマッチングを効率化する体制の確立

URAが教員の研究内容
を把握し、発明等の相談
や企業等からの共同研究
の申し出があった際には個
別に対応を行っているが、
積極的に研究の進捗状
況についてヒアリングを行っ
たり企業のニーズを把握し
たりする活動までは行って
いない。

学内シーズを網羅的に把
握するURA、学外ニーズ
の把握を担当するURA及
び両者を統括するURAに
よる推進体制が整備され
ている。
学内の研究活動や成果
を網羅したデータベースが
整備されている。

データベースに集約された
情報やアクセス情報を基
にニーズとのマッチングを自
動化する機能が整備され、
高精度なマッチングにより
創造的な社会実装が効
率的に生み出される体制
が樹立されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

物質合成ファウンドリ・データ流通プラットフォーム連携・利
用企業数

7機関 30機関 50機関

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

※本指標は令和7年10月時点のもの地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外機関・海外拠点との全学的な連携体制の確立

学内の各領域や一部の
研究室が個別に海外機
関等との交流や協働教育
を行っている。東南アジア
の2カ国に同窓組織（留
学生修了者交流・互助
組織）を設置している。

URAをはじめとする充実し
た研究支援人材が組織
する国際連携・人材開発
推進機構が、東南アジア
5か国の連携大学や同窓
組織、および欧米の連携
大学と協働し、大学間の
人材交流が全学レベルで
展開されている。

本学を修了したASEAN
諸国の人材が母国の産
官学で影響力を発揮し、
先端科学における日本と
ASEAN諸国との研究人
材交流の窓口として機能
している。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

連携大学・連携候補大学との相互訪問人数 33 80 100

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

※本指標は令和7年10月時点のもの地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）


